
鳥屋野潟

提供：新潟市

角田山 482ｍ

信
濃
川

弥彦山 634ｍ大河津分水1922年通水

新潟市面積726.4㎢に対し、水田約28,400ha、湖沼・河川約3,660haであり、約44％が湿地といえる。

第3部 パネルディスカッション

Wetland City Niigata ～自然と共生する都市～



湿地
（自然）

都市
（人工）

日本の歴史では、湿地は生産性がないとして、
徹底的に干拓され水田化されてきた。

都市は、ヨーロッパの城壁で囲まれた人工的な都市をモデルに、
自由な経済活動を保障する場として、自然の制約からの自由、
人間関係からの自由を希求してきた。

ラムサール条約では対立する湿地と都市を、
湿地都市 Wetland City として融合させた。

Wetlannd City
2015

2022年までに、Wetland Cityに認証された都市は世界で43都市（17ヵ国）である。



ラムサール条約湿地都市認証（Wetland City Acｃreditation）の基準



1996/11/28～30
ラムサールシンポ新潟開催



5

KODOMOラムサール会議で採択されたメッセージ
１０月末の韓国での第１０回締約国会議に届けられる。

｢湿地がある、命がある、
ぼくらがつなげて、宝になる。｣

「Wetlands are there, Lives are there,
We connect them, They become our treasures.」

KODOMOラムサール国際湿地交流inにいがた／2008・8・21



台湾～元智大学
日本～日本湿地学会

2019 台日国際シンポジウム
～溜め池と湿地文化を考える～

2019年5月18日・台湾 元智大学人文社会学院会議室にて

佐藤安男

大熊孝

佐々木美貴笹川孝一


